
（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 
湧心館高等学校（通信制） 令和７年度（２０２５年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 

基本的人権の尊重に基づき、生徒一人一人に対して深い愛情と理解をもって、生徒一人一人の 

教育的ニーズに応じた「最適な指導・支援や合理的配慮」を行い、徳（豊かな人間性）・体（健

康と体力）・知（確かな学力）の調和の取れた生きる力を備えた総合的人間力の育成に努める。 
 また、郷土に思いを馳せ、生涯にわたって郷土に誇りを持てる人材に育てる。 

 

２ 本年度の重点目標 

１ 確かな学力を育成し、自己実現を図る態度を育む 

（１）主体的・対話的で深い学びの中で、思考力、判断力、表現力を育むとともに、生涯にわた

って学び続ける態度を養う。 

（２）生徒一人一人に応じた指導・支援を実践し、学力の基礎・基本を定着させる。 

（３）望ましい勤労観・職業観を育成し、一人一人に応じた進路指導を行う。 

２ 道徳性と豊かな情操を育む 

（１）心に響く多様な指導を通して命を大切にする心や他者を思いやる心を育む。 

（２）規範意識を身に付け、善悪を判断し、自ら律する力を育む。 

（３）我が国と郷土の歴史や文化・伝統を尊重する態度とグローバルな視点を育む。 

３ 心身の健康と自己を管理する態度を養う 

（１）基本的な生活習慣と正しい食習慣を身に付けさせる。 

（２）運動に親しむ態度を育み体力を向上させるとともに、豊かなスポーツライフを実現・継続

するための資質・能力を育む 

（３）生涯を通じて安全な生活を送る基礎を培うとともに、安全で安心な社会づくりに貢献でき

る資質・能力を育む。 

 

３ 自己評価総括表 

    評価項目 
評価の観点 具体的目標 具体的方策 

評
価 

〇成果と●課題 
大項目 小項目 
学校 
経営 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カリキュ

ラムマネ

ジメント

の実践 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

スクールミッ
ション及び重
点目標が示す
「資質・能力
」の育成 

・重点目標及

びスクール

ミッション

達成に向け

た全方位的

教育活動の

実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・三課程及び

ゆうあい中

との協力連

携体制の構

築 

・持続可能な通

信制運営を意

識し、委員会

組織の効果的

活用、横断的

連携を図る。 

 

 

 

・教育目標達成

のため、機に

応じた課題別

職員研修を実

施する。 

・通信教育活動

を通して、生

徒個々の自己

管理能力の向

上を図る。 
・三課程及びゆ
うあい中との
有機的連携を
図る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 

○委員会組織は定例会 

も含めよく稼働し職 

員の横断的で機動力 

のある協働が際立っ 

た。難しいケースも 

チェック体制を敷き 

度重なる協議を経な 

がら丁寧に対応する 

ことが出来た。 
○職員研修は昨年度に
続きＡ・Ｂ評価併せ
て100％を達成し教
育課題や社会情勢に
応じたタイムリーな
研修が出来た。 

○生徒の値はここ近年
伸び悩んでいたが、
今年度は71％と微増
した。保護者は昨年
度と同値の86％と高
い値を維持した。 

〇業務改善の意見を元
に課程を超えた行事
調整会議を新設し組
織体を強化した。 

 
 



学校 
経営 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カリキュ

ラムマネ

ジメント

の実践 
 

〇四教頭会を定例化し
課題共有と調整・職
員への内容周知を計
画的に行うことが出
来た。 

選択の幅を広
げる教育課程
の編成 

・教育課程の
定着を図り
次の教育課
程を見据え
た授業実践
を行う 

・受講マニュア

ルの改善に努

める。 

 

 

 

 

 

・評価基準を工

夫したレポー

トの作成を行

う。 
 
 
 
 
・現在の人員や
教室数で行う
ことができる
展開授業を工
夫し１教室当
たりの受講生
徒数を減らす 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

○2026年度の新教育課

程完全移行に伴い教

育課程検討委員会を

数回開き『受講指導

マニュアル』や『通

信教育のしおり』を

改善・改定すること

ができた。 

○各教科の評価基準を 

提出し基準に沿った 

レポートの改善に各 

科努めている。各教 

科のレポート再提出 

の基準を教員間で共 

有した。 

●年度当初、生徒数増

加に伴い特に月曜日

に教室から生徒が溢

れる事態が生じ急遽

別教室を用意し対応

したことがあった。

著しい生徒増の現状

は工夫努力だけでは

困難な状況である。 

教育目標

の具現化

に向けた

学年経営 
教育目標
の具現化
に向けた
学年経営 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１年教育活動

の充実 

・通信制の学

び方を定着

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生徒に寄り

添い生活面

の規範意識

を高める。 

・２年次への

進級率65％

以上 

・生徒への声か

けを積極的に

行い学習や生

活面で保護者

とも連携する 

・担任面談を適

宜行い生徒の

個別の状況を

把握しながら

生活面・学習

面での指導や

支援を行う。 
・学年会等で生
徒の情報を共
有し集団で指
導にあたる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 

○支援が必要な生徒に

は個別の支援計画を

作り、保護者と連携

しながらＳＳＷ等に

繋いで適切に支援を

行った。 

●登校できない、連絡

が取れない等の理由

で単位修得ができな

い生徒がいる。 

 

 

○学年会では毎回生徒

の情報共有に努め、

生徒指導や学習指導

にあたった。 

○問題行動のあった生

徒には学年全体で面

談等の指導を行い経

過観察を行った。 

○１月末における進級

予定率は70.3％であ

る。 



学校 
経営 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育目標

の具現化

に向けた

学年経営 
教育目標
の具現化
に向けた
学年経営 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２年教育活動

の充実 

・生徒理解の

推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・規範意識の

醸成 
 
 
 
 
 
 
 
 
・３年次への
進級率70％
以上 

・学年会等での

情報共有と職

員間連携 

 

 

 

 

 

・生徒への声か

けを行い、学

習面や生活面

で保護者との

連携を図る。 

 

 

 

 

 

 
・面談を通して
学習や生活、
進路について
生徒の意識や
規範意識を醸
成して学習活
動に繋げる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 

○生徒の情報は随時学

年会で共有した。支

援が必要な生徒には

個別の支援計画を作

り、保護者と連携し

ながら個に応じた支

援を行った。 

○声かけや個別面談を

通して生徒の生活面

や学習面の状況把握

に努め、適宜保護者

と連携を図った。 

●ほとんど登校しなか

ったりレポートを提

出しなかったりして

単位を修得できなか

った生徒が多くい

る。 

○スクーリング時の生 

徒連絡や面談を通し

て、学習規律や集団

規律などの意識を高

めることができた。 

●自由な校風を誤解し

自分勝手な行動をと

る生徒がいた。 

○１月末段階で進級予

定率は 80.2％。 

３年教育活動

の充実 

・生徒理解の

推進 

 

 

 

 

 

 

 

・規範意識の

醸成 

 

 

 

 

 

 

 

・進路希望の

実現 

 

 

 

 

 

・学年会等で生

徒の情報を共

有する。 

 

 

 

 

 

 

・生徒への声掛

けを積極的に

行い学習･進

路･生活指導

を通して規範

意識を醸成し

学習活動の活

性 化 に 繋 げ

る。 
・生徒・保護者
との面談や連
絡を密に行い
進路希望に応
じた指導を適
切に行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ 

〇生徒情報は随時学年

会で共有し支援が必

要な生徒には個別の

支援計画を作り定期

的に生徒・家庭への

連絡等で個に応じた

支援や連携を継続す

ることができた。 

○学習会参加を積極的

に呼びかけ、ほとん

どの日に 10 人以上

が出席し頑張った。 

 

 

 

 

 

○三者・担任面談を実

施し生徒の学習・進

路・生活指導を行っ

た。進路決定者が就

職 8 名、進学 31 名

になった。 

 



学校 
経営 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育目標

の具現化

に向けた

学年経営 
教育目標
の具現化
に向けた
学年経営 
 

 

 

 

・４年次進級

率80％以上 

●進路未定者に対し継

続して指導していか

なければならない。 

○１月末の進級予定率

は88.2％で目標を大

きく上回った。 

４年教育活動

の充実 

・進路希望の

実現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・進級(卒業)

率75％以上 

・早くから二者

面談を行い希

望を聴き取り

助言を行う。

その都度やる

べきことを具

体的に指示す

る。 

・進路希望や卒

業に関する重

要事項につい

ては、すぐー

る配信を利用

して啓発や周

知を徹底する 
・生徒の学習状
況管理に注意
を払う。必要
な情報を的確
に伝え情報に
基づいて自己
管理ができる
よう見守り、
適宜声かけを
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

○随時二者面談等を行

い、生徒が誤解した

りわからないままに

なったりしないよう

進路や卒業について

やるべきことを丁寧

に伝え、確認するよ

う努めた。 

〇重要な模試やレポー

ト提出期限など進路

に直接関わることに

ついて、すぐーるの

保護者連絡を活用し

生徒と保護者に周知

できた。 
〇毎回のスクーリング
で生徒とともに学習
状況を確認し助言を
行うことができた。
進路希望決定に向け
ての声かけを随時行
い、生徒が主体的に
進路活動を行うこと
を促した。 

〇１月末段階で卒業見

込みの生徒は80％程

度。このまま卒業確

定となるよう更に声

かけを行っていく 

教育目標

の具現化

に向け

た、協力

校経営 

協力校教育活

動の充実 

 

・生活と学習

の両面を安

定させる。 

 

 

 

・進路目標の

確立と実現

に向けた継

続的取組の

実践 

・生徒への声かけ 

を積極的に行い

学習や生活面

を支援するた

めに保護者と

連携を深める 

・進路情報の積

極的提供（Ｉ

ＣＴを活用し

た）を行う。 

 
 
 
 
 
 

Ａ 

○支援が必要な生徒に

は支援計画に基づき

ＳＳＷとも連携して

対応することができ

た。 

 

○進路指導部ポータル

サイトを利用して情

報の提供や履歴書の

作成などの指導を行

うことができた。 

１・２年教育

活動の充実 

・通信制の学

びを習慣化

させる。 

 

 

 

 

 

 

・個別面談を通

して個々の生

徒の状況を把

握し、生活面

・学習面での

指導や支援を

適宜行う。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○担任による二者面談

は前後期に各１回実

施できた。 

⚫協力校での面談は時

間・職員数共に限ら

れており機会の確保

が課題。担任外の職

員との連携が必要で

ある。 



学校 
経営 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・将来の目標

への具体的

なイメージ

を持たせる 

 

 

・次学年への

進級率70％

以上 

・自分自身のキ

ャリア形成に

興味が持てる

ように、就業

体験を行った

り上級学校の

説明会に参加

したりするよ

うに促す。 

Ａ ○Google Classroomを
活用してキャリア形
成に役立つイベント
の告知を継続して行
うことができた。 

 
 
○１月末時点の進級予
定率は88％で目標を
大きく上回った。 

３・４年教育

活動の充実 

 

・進路目標を

確立すると

ともに実現

に向けた努

力を継続的

に行う。 

 

 

 

 

 

 

 

・次学年への

進級(卒業)

率80％以上 

・個々の生徒が

自己の適性を

見極めながら

進学・就職な

ど具体的な目

標を持てるよ

うに三者面談

を行う。 

・進路部ポータ

ルサイトの機

能を生かして

遠隔地であっ

ても十分な進

路指導が行え

るように工夫

する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 

○卒業学年は三者面談
を前期１回以上実施
し進路活動の充実に
繋げることができた 

 
 
 
 
 

○進路指導部ポータル

サイトを利用して情

報の提供や履歴書の

作成などの指導を行

うことができた。 
 
○１月末時点の進級（
卒業）予定率は90％
で目標を大きく上回
った。 

広報･募 

集活動の

推進 

 

本校通信制教

育のシステム

・特色等の周

知徹底と募集

活動の在り方

検討 

・学習の場と

しての通信

制をＰＲし

入学生の募

集を行う。 
 

・ＷＥＢサイト

や『図南』を

利用した広報

活動を充実さ

せる。 

 

 

・体験入学・学

校説明会の案

内を県内の中

学校や高等学

校へメール送

信するととも

に学校ＷＥＢ

サイトから申

込みができる

ようにする。 

・電話質問等に

は丁寧に対応

する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 

○ＨＰ更新は協力校も

含め積極的に行うこ

とができた。また広

報誌『図南』も様々

な活動を掲載し広報

活動に活用すること

ができた。 

〇体験入学及び学校説

明会には216組が参

加した。また予約無

しの訪問や各種相談

・電話対応にも柔軟

に対応し協力校でも

随時説明会を実施し

た。 

○目標通り県内中学校

への案内はＦＡＸか

らメールに切り替え

ることができた。 

〇体験入学と学校説明

会の申込をＷＥＢサ

イトからできるよう

整備した。 

●ＷＥＢ申込は無断欠

席や申込完了確認の

問い合わせが増えた

ことが課題である。 

 



学校 
経営 
 
 

業務改善 

 

PDCAサイク

ルの実践 

 

・生徒数増加

に対応した

年２回の業

務改善実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・時差出勤活

用 
 
・時間外勤務
の適正管理 

 

 

 

 

 

 

・月毎の勤務状

況や職場環境

を衛生推進委

員会で共有し

具体的改善策

を検討する。 

 

 

 

 

 

・毎月の定期案

内を継続する 

 

 

 

 

 

・生徒引率等の

勤務管理を適

正に行い負担

感軽減に繋げ

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ 

○年２回の業務改善で

教務分野だけでなく

通信制ＤＸや労働環

境まで幅広く検討し

諸課題の改善を図る

ことが出来た。 

○年間を通して県教委

各課と生徒増に伴う

課程の課題を共有し

助言や協力を得なが

ら工夫改善を進める

ことが出来た。 

○衛生委員会では超過

勤務時間以外にも課

程の行末を網羅した

28項目の具体的検討

を行った。 

○月平均7名が時差出

勤し多様な出退勤の

形が定着した。 
●超過勤務該当者が固
定化し100時間超の
状況がある。 

○「MY No 残業 DAY」
では毎月平均97％の
取得が出来ている。 

○生徒引率に伴う勤務
管理においては適宜
アナウンスを行い実
施に繋げることが出
来ている。 

働き方改

革 

 

持続可能な通

信制のための

校務ＤＸ 

 

 

 

 

 

 

 

・すぐーる活

用 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生徒募集活

動の在り方

検討 

・すぐーる本格

運用年につき

前後期共に登

録者数90％以

上とし、成績や

各種通知の配

信を常態化す

る。 

 

 

・様々な累積す

る校務のＤＸ

化を検討する 

 
 
 
 
 
 
 
Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 

○すぐーる登録は90％

超となり生徒連絡や

個別連絡等の多様な

活用が進められてお

り、懸案事項の電話

連絡減少・負担軽減

に繋がった。 

●すぐーるに不慣れの

職員が一定数あり今

暫く慣れる期間を要

する。 
○学校説明会や体験入

学のＷＥＢ申込を始
めることが出来た。 

学校支援員と

の効果的連携 

 

・ＤＸ支援員
活用との効
果的連携 

・職員と支援員
を繋ぐClassr
oomやICＴ委
員会との連携
で各種行事や
事前準備等に
おける効果的
活用を行う。 

 
 
 
 
 
 
Ａ 
 

○今年度からＤＸ支援

員のスクーリング活

用が始まり行事時の

配信等では職員の負

担軽減に繋がった。 
○ＩＣＴ委員会で支援
員との窓口を複数配
することで効果的な
連携が出来た。 

○委員会の役割分担が
よく機能し、各学年
のClassroom運営は
創意工夫をもって実



施された。 

学力  
向上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生徒の自 

己管理能 
力の向上 
 

レポートの提
出率および進
級・卒業率の
向上 

・レポート提

出率前年度

比5％増 

・進級・卒業

率80％以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・丁寧なレポー

ト添削や学習

会を利用した

レポート作成

支援を行う。 
 
 
 
 
 
・すぐーる・Cl

assroomを活
用した情報共
有の徹底を図
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ 

○前期第１回目レポー

トの提出率は前年度

比で11.4ポイント

(78.5％)増加した。

全体の提出率は下が

ると思われるが、こ

の数字が進級率とほ

ぼ同じになると思わ

れる。 

●学習状況通知票や

通知票をすぐーる

配信したがシステ

ム不具合で紙配付

となり、逆に負担が

かかった。 

●学習補助教材は現在

ウェブサイトに掲載

しているが今後は

classroomの活用等

も検討する。 
○学年別classroomを

開始し90％以上が登
録した。欠席者にも
学校連絡が確実に届
く手立てを構築する
ことができた。 

学習会・

模擬試験

の活用推

進 
 

学習会や模擬

試験の活用に

よる進級率向

上と進路実現 
 

・学習会延べ

参加者数

1200名以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

・模擬試験の

総受験者数

150名以上 

・学習会につい

てのルール作

りを行い、自

学や質問を行

いやすい環境

を整備する。 
 
 
 
 
 
 
・模擬試験実施
のアナウンス
や受験の意義
をポータルサ
イトで伝え、
受験への関心
を高める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 

○学習会についてのル

ール作りを行い質問

を予約制にすると共

に自習室と質問対応

の教室を分ける等の

環境整備を行った。 

○学習会実施日の出校

者数は延べ1423名に

のぼり、多くの生徒

が学習会を積極的に

活用した。 

●模擬試験の総受験者

は延べ104名(R6は

129名)で目標を大き

く下回る見込みであ

る。周知は行ったが

受験行動には十分結

び付かなかった。 

確かな学
力を育む
授業改善 
 

主体的・対話

的で深い学び

の実践 

・生徒に「学
ぶ楽しさ」
を実感させ
知的好奇心
の育成に繋
げるととも
に生涯学習
の基盤を作
る。 

 

・生徒が「解決

したい」「知

りたい」とい

う思いが持て

るようなレポ

ートの作成や

スクーリング

の展開を工夫

する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○各教科で問いを意識

させるレポートを作

成し、見通しや振り

返りを取り入れるこ

とで主体的な面接指

導に活用することが

できた。 

 

 

 



学力  
向上 
 
 

 

 

 

 

・主体的な学び

の育成に向け

た、観点別評

価の改良を続

ける。 

 
Ａ 

○特別面接を実施し、

理科では観察・実験

実習、家庭科では料

理実習等を行った。 

○作成した評価基準は

より通信制に適した

ものにするため今後

も改良を続ける。 

○生徒アンケート「面

接指導は自学・自習

や学力向上に役立っ

ている」は昨年度よ

り3％増加。今後も思

考の深化の取組は各

教科で工夫を継続す

る。 

教科横断的な

学びの実践 

・文理の枠を
超えた複合
的な課題を
解決できる
資質能力の
育成 

・教科横断的な
学びを意識し
た、知的好奇
心や探究心を
引き出せるよ
うなレポート
を作成する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ 

○総合的な探究の時間

では個々の活動だけ

でなく自然科学・人

文科学分野を横断さ

せた課程独自のフィ

ールドワークができ

た。数年に渡る委員

会の様々な実践を全

国大会で発表した。 

○国語・地歴公民・理

科・保体・外国語・

家庭・情報のレポー

トで教科横断的な問

題を出題することが

できた。 

ＩＣＴを活用

した授業実践 
 

・実技を伴わ
ない教科・
科目におけ
るＩＣＴ活
用率８割以
上 

・タブレットや

電子黒板を利

用した授業実

践を共有す

る。 

 

・生徒用タブレ

ットの利用を

進める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 

○教員のタブレット等

ＩＣＴ機器は利用頻

度が増えてきた。 

○協力校の「情報」で生 

徒用タブレットを使

用している。 

○生徒用タブレットは

自宅持ち帰りも希望

制で開始した。 

●協力校は全生徒にタ

ブレット配置ができ

ているが、本校生は

台数不足により一人

一台端末の完全配備

には至っていない。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 
 
 
 
 
 
 

進路意識

･職業意

識の向上 
 
 
 
 
 
 

入学時からの

計画的･組織

的進路指導の

実施による生

徒の進路意識

・職業意識の

向上 
 

・進路行事参

加者の延べ

数350名以

上 
 
 
 
 
 

・複数のツール

で行事参加を

促す情報提供

を行う。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ 

○進路行事ではクラス

ルーム等の複数のツ

ールを活用して情報

提供を行った結果、

延べ参加者数は457

名となり、目標を上

回る成果を得た。 

 



キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

 
進路意識
･職業意
識の向 

・情報のＩＣ
Ｔ化を推進
しより効果
的な情報提
供を図る。 

・進路指導に関
するポータル
サイトを作成
し、進路目標
ごと学年ごと
に必要な情報
を提供する。 

○６月中旬以降、ポー

タルサイトを作成し

就職・進学・学習会

等に関する多様な情

報を集約・発信する

ことで、進路情報提

供のＩＣＴ化を推進

できた。 

進路決定

率の向上 

生徒の希望を
大切にした進
路実現 

・進路相談対

応件数（来

室・ポータ

ル含む）年

間延べ100

件以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・新規学卒求

人による就

職内定者数

20名以上 

 

・進学合格者

数60名以上 

 

・進路相談しや

すいよう、進

路指導室の環

境 整 備 を 行

う。また、ポー

タルサイト上

でも進路に関

する相談を受

け付ける。 

 

 

 

・来室記録を全

職員で共有し

職員全体で進

路指導に関わ

る体制を整え

る。また、全職

員で面接指導

計画を立て協

力して面接指

導を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 

○進路相談を行いやす

くするため、進路指

導室の環境整備を行

った。 

○延べ100名を超える

生徒に対して進路相

談等の対応を行った 

●ポータルサイト内に

設置した進路相談フ

ォームについては、

十分な活用には至ら

なかった。 

○「進路指導室来室レ

ポート」を作成し、

校務サーバー内で共

有することで情報共

有を図った。 

 

 

 

 

 

●新規学卒求人による

就職内定者数は16名

(R5･6は13名)で微増

したものの目標達成

には至っていない。 

○１月末時点での進学

合格者数は60名(R5･

6は39名)となり目標

達成ができた。 

生徒  
指導 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生徒の主

体性の向

上（自主

・創造） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生徒会活動

等、生徒が主

体的に参加で

きる行事の充

実 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・行事等の参

加率前年度

比10％増 
 

・生徒会執行部

の組織活性化

を図る。 

 

・生徒が参加で

きる参加した

くなる行事内

容へ工夫改善

し、掲示物だ

け で な く 、

classroom・す

ぐーるで配信

し周知する。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○生徒会執行部の生徒

を中心に活発に学校

行事を実施すること

ができた。 

○校内行事の充実だけ

でなく生徒会交流会

等の校外行事にも積

極的に参加し、他校

との交流や意見交換

から自校の工夫改善

に役立てることがで

きた。 

 

 

 



生徒  
指導 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生徒の主

体性の向

上（自主

・創造） 
 

生徒会活動

等、生徒が主

体的に参加で

きる行事の充

実 
 

・生徒・保護者へ

のスムーズな

情報共有と連

絡事項の周知

徹底を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

・生徒会広報「ゆ

うつう新聞」発

行 （６回／年） 

 

 

 

・ボランティア 

や校外活動等 

の案内をClass 

room・すぐーる

で配信し生徒

の興味関心を

高め自主的に

参加できるよ

うにする。 

 
 
Ａ 

〇Google classroomを

活用した連絡体制を

整備し、教員と生徒

の連絡事項の共有や

確認が円滑に行える

ようにした。 

○生徒会の活動日程表

を作成し活動日時・

内容を明確化するこ

とで、生徒が計画的

に活動できる環境を

整えた。 

○ポスター等を活用し

各種行事の周知を行

った。また各種行事

の報告等のため「ゆ

うつう新聞」を発行

した。※計６回発行 

○校外活動の案内は年

間通してタイムリー

にできた。校内では

募金活動を行い多く

の協力を得た。 

法令遵守
と規範意
識の向上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

法律やマナー
を守る意識、
規範意識の育
成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・規範意識を

高める。特

別指導件数

20％減 
・公共のマナ
ーに対する
意識を涵養
する。 

・定期的な生徒

部通信（６回

／年）発行で

個々の規範意

識を醸成する

とともに家庭

への周知徹底

を図る。 

 

 

・スクーリング

時の一斉放送

で多くの生徒

に同様の注意

喚起を行う。 

・生徒がより良

い学校生活を

送れるよう、

担任を中心に

保護者と情報

共有を行い、

学校と家庭の

連携体制を構

築する。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 

○生徒部通信を計８回

発行し、構内外の注

意喚起や規範及び交

通安全意識の高揚を

図った。SHR時に放送

連絡を行った。また

Google classroomや

すぐーる等、あらゆ

る手段を活用し周知

することができた。 

○日曜スクーリング時

はSHR時の一斉放送

で繰り返し注意喚起

を行った。 

●今後は入学・転編入

学時に法令遵守や規

範意識について尚一

層生徒や保護者に更

に強く訴えていく工

夫が必要である。 

●自動車やバイクの騒

音対策は喫緊の課題

である。許可証の提

出前の一斉指導や騒

音に関する誓約書を

提出させる等、従来

の許可の仕方を見直

す必要がある。 



生徒  
指導 
 

法令遵守
と規範意
識の向上 
 

法律やマナー
を守る意識、
規範意識の育
成 

・地域との連携

を通じ、校内

外の巡回を強

化する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・関連機関と連
携し、校外の
巡回を強化す
る。 

●特別指導の件数は前

年度を大きく上回っ

た。(R6：30件→R7：

56件)特に喫煙の件

数が多く近隣での喫

煙事案も増えた。生

徒保健安全部の職員

だけでなく課程の職

員全員で巡回を重ね

ているが、近隣から

多くのご意見・ご指

摘が多く寄せられ課

題が多い。 

〇個別の案件や通信制

の生徒指導における

あり方については県

教委を始め九通研、

警察等の専門機関と

綿密な連携を行い丁

寧に対応することが

出来た。 

○熊本県学警連事務局

が発行する「県学警

連だより」を活用し、

タイムリーな事件や

事案について生徒に

注意喚起することが

できた。 
人権教
育の推
進 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

互いを尊

重する人

権教育の

推進 

他者の考えを

理解し共感す

る能力の育成 
 

・校内生活体
験発表会や
定通文化大
会で他者理
解の意識を
高める。 

・発表会や大会
の趣旨参加意
義をＬＨＲ等
で生徒に伝え
前年度を上回
る生徒の参加
率を達成する
ともに、他者
の思いを受け
止め互いを尊
重できる意識
の醸成を図る 

 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 

〇生活体験発表では、

各発表者が自分の辛

い経験や頑張ってい

る現在の姿などを発

表した。生徒達は、

自分の経験と重ね合

わせながら真剣に聞

き入っている様子が

見られた。 

●定通文化大会では生

徒会執行部を中心に

活躍したが、一般参

加の生徒たちを更に

増やせるように訴え

ていくことが今後の

目標である。 

命を大切

にする心

を育む指

導 

 

 

 

 

 

 

 

全ての教育活

動を通じた、

生徒・職員の

自他尊重の感

覚の育成 

 

 

 

 

 

 

・人権尊重を

基盤にした

授業、特別

活動の実施 
 
 
 
 
 
 
 
 

・テーマに沿っ

た生徒向け講

演実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇人権教育講演会では

本校ＳＣによる「ス

トレスマネジメン

ト」講話を実施しス

トレスに直面した際

の対処法等について

学ぶことができた。 

 

 

 

 



人権教
育の推
進 

命を大切

にする心

を育む指

導 

全ての教育活

動を通じた、

生徒・職員の

自他尊重の感

覚の育成 

 
 

・職員の人権
 感覚と実践
 力向上。 

・啓発資料を発

行し活用す

る。 

 

 

 

・全職員参加の

校内外研修を

計画的に実施

し、研修後の

情報共有を行

う。 
 
 
 
 
 
 
・生徒会と連携
し「命を大切
にする心を育
む取組」を行
う。 

 
 
 
Ａ 

○「学校における合理

的配慮の提供」や

「障害者差別解消

法」について啓発資

料をもとに研修を実

施し理解を深めた。 

〇校外研修への一人一

回以上の参加を実施

し職員の人権問題に

関する知識と人権意

識の向上を図った。 

●校外の研修会が本校

スクーリング実施日

と重なることが多く

オンデマンド等での

研修会に変更するこ

ともあった。 

○生徒会が登校日に昇

降口に立ちＱＲコー

ドを提示して「心の

健康観察」への入力

を呼びかけた。 
いじめ
の防止
等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いじめ等
の問題行
動の未然
防止 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生徒保健安全 

部・学年部が 

連携した組織 

的対応の徹底 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・法規理解に

基づいたい

じめ対応と

組織力の向

上 

 

 

 

 

・教育面談の

強化 

 

 

 

 

 

 

・年２回の全

体調査及び

個人面談実

施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・いじめ防止に

関する職員研

修実施。 

 

 

 

 

 

 

・スクーリング

時健康観察（

相談の有無）

を欠かさず確

認し素早い初

動対応（ＳＣ

やＳＳＷへ繋

ぐ）を行う。 

・生徒間の問題

等は組織的に

情報共有し、

連携した生徒

支援を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ 

○いじめ防止に関する

職員研修を実施し「

いじめ未然防止の意

識付け」を行うこと

ができた。また、グ

ループワークを取り

入れ、実践的な研修

を実施することがで

きた。 

〇スクーリング時には

健康観察相談の有無

を全職員が確認し、

素早く担任面談を実

施することができた

。必要に応じてＳＣ

やＳＳＷと連携する

ことができた。 

〇生徒間の問題等は担

任任せにせず、組織

的に情報共有し、連

携した生徒支援を行

うことができた。ま

た継続的な観察が必

要な生徒に対しても

定期的な面談や声か

けを実施し生徒の不

安軽減に繋がった。 

○いじめ防止等対策委

員会を８回開催し、

組織的な課題共有、

対応を行うことがで

きた。 

 



いじめ
の防止
等 

いじめ等
の問題行
動の未然
防止 

生徒保健安全 

部・学年部が 

連携した組織 

的対応の徹底 

・生徒会組織

と連携した

集団作り 

・定期的な担任

面談、巡回指

導、登校指導

等を徹底する 

 

・生徒会と連携

し、いじめを

許さない風土

作りを行う。 
・生徒会と連携
 し「いじめを
 許さない行動
 指針」を配付
 し規範意識を
 醸成すると共
 に生徒に周知 
徹底を図る。 

○安全な教育活動のた

め校内巡回計画を立

て、面接指導日は全

職員で巡回を行い、

気づきを共有した。 

○生徒会で｢いじめを

許さない行動指針｣

の検討し生徒総会で

発表した。不参加の

生徒にはすぐーるや

Google classroomで

周知することができ

た。 

 

生徒 

理解 

及び 

生徒 

支援 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生徒相 

談、生徒

理解の充

実 
 
 

各所連携のも

と、学校全体

で相談できる

体制の整備 

 

・生徒理解研

修の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＳＣ・ＳＳ 

Ｗ活用の推 
進。 

・生徒理解研修

を年２回実施

し全職員で生

徒情報を共有

する。 

 

 

 

 

 

 

・学年会や各種

委員会等で平

素の連携を確

かにし組織的

な対応を行う 

 
・ホームページ
・Classroom・
 すぐーる等を
 通じて生徒・
 保護者に相談
 窓口を周知し
 ＳＣ・ＳＳＷ
 との連携のも
 と継続的な生
 徒の把握と支
 援を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ 

〇生徒理解研修では全

職員で配慮事項等を

共有した。また必要

に応じて配慮事項等

を随時共有し個別の

支援に繋げることが

できた。 

●生徒理解研修等での

共有内容が生徒対応

に十分活かされてい

ないケースもあった 

●担任面談は生徒の登

校状況により回数等

の差が生じるため、

学年会での情報共有

を更に行う必要があ

る。 

〇定期的にメールや

Google classroomを

通して相談窓口を周

知できた。 

○昨年度よりスクーリ

ング時の健康観察を

端末入力で始め心の

健康状態と面談希望

を始業前にリアルタ

イムで把握できた。

担任面談や組織的支

援に速やかに繋げる

ことができた。毎回

１～２人程度の相談

がある。 

〇ＳＣ・ＳＳＷと情報

共有を継続し生徒の

支援に繋げていくこ

とができた。 



生徒 

理解 

及び 

生徒 

支援 
 

特別支援
教育の推
進 

特別支援教育

推進委員会の

充実（生徒情

報の共有・把

握と個に応じ

た支援の検討

） 

 

・多様な生徒

観の理解推

進 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・機に応じた
 個別対応方
 法の検討と 

共有 

・毎月開催の特

別支援教育推

進委員会で各

学年の生徒情

報をタイムリ

ーに共有し、

支援方法を検

討する。 

・学年担当委員

との連携のも

と事前資料作

成で会議時間

の効率化を図

る。 

・関係校、関係機

関と密に連携

する。 

・個別の教育支

援計画・指導

計画を確実に

引き継ぎ、立

案するために

学年で共有す

る。 
・年間の予定計
 画表を配付す 
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ 

〇特別支援教育委員会

は月1回、年間10回以

上実施し生徒の情報

共有や支援の検討を

行うことができた。 

 

 

 

○委員会資料の入力フ

ォームを検討し生徒

情報の集約やアナウ

ンス方法を工夫する

ことで職員の負担感

軽減に繋がった。 

○支援を要する生徒を

学年や委員会を通し

て情報共有し担任と

連携しながら支援し

ていくことができた 

○関係校や専門機関・

外部団体と連携し、

個々の支援を複合的

なチームで継続する

ことが出来た。 

〇個別の支援計画の年

間計画について年度

当初に示すことが出

来た。また、同計画に

ついては入力formを

工夫することで業務

改善に繋がった。 

特別支援教育

支援員との連

携を含めた支

援体制の充実 

・支援対象生
 徒とその周
 囲の生徒が
 ともに安心
 できる環境
 整備（理解 
推進･職員
の対応力向
上） 

・ケース会議（不

定期）を実施・

充実させる。記

録を共有する。 

 

・対象生徒や保

護者に寄り添

い、支援をして

いく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・外部講師を招
 いての職員研
 修を定時制と
 通信制合同で
実施する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ 

○学年部と連携し、ス

クーリングや考査時

の配慮等で学校生活

の支援に繋げること

ができた。 

○新たに管理職も入っ

た支援員と特別支援

コーディネーターの

連絡会を前後期１回

ずつ設け、効果的な

生徒支援方法や組織

体制について情報共

有を行った。 

○委員会に特別支援教

育支援員が毎回参加

し平素から情報共有

を密にすることで、

生徒個々に寄り添っ

た丁寧な対応を継続

することができた。 

○外部機関の職員と連

携しながら見守り、

支援を行った。 

 



○NPO法人教育支援ネ

ットワークとらすと 

による職員研修定通

合同で実施した 

地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

熊本地震

や豪雨災

害等の教

訓を踏ま

えた防災

意識向上

と地域連

携の強化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

協力校スクー

リング実施に

備えた事前対

策と連携 

・協力校連絡
担当者と本
校担当者と
の情報共有 

 

・スクーリング

前に天気予報

を確認し生徒

が登校可能か

どうかを判断

し、生徒の登校

について協力

校担当職員と

情報を共有し

判断する。 

・生徒には担任 

を通じてClass 

roomやすぐー

る等で連絡を

行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ 

○協力校スクーリング

については荒天等の

対応について平素よ

り連絡体制を整備し

関係職員と事前段階

から連携して当たる

ことが出来た。 

○荒天時の協力校スク

ーリングについては

県教委と連携して機

に応じた対応が出来

た。 

○次年度の連絡指導者

会のあり方について

県教委と協議し新た

な体制を構築するこ

とが出来た。 

○次年度の養護教諭協

力校巡回について整

備し、各協力校の連

携を呼びかけること

が出来た。 

職員及び生徒

の防災意識向

上及び地域連

携体制の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域との連

携を強化し

た避難所運

営に向けて

の準備 

 

 

 

 

 

 

 

・生徒・保護

者への啓発

活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・避難訓練や有

事を想定した

対処法の共有

で職員の防災

意識向上を図

る。 

・地域と連携を

深め、実際に

行動できるた

めの訓練を実

施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各教科の学習

内容に関連し

た防災教育研

修 を 実 施 す

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 

●防災避難訓練の参加

数は日月併せて約

160名(R6約190名)で

昨年度より大幅に減

少した。ポスター掲

示や担任アナウンス

等も行ったが生徒ア

ンケートでは防災意

識の向上についても

Ａ・Ｂ評価併せて約

60%(R6は62%)と微減

した。 

○職員の防災意識はア

ンケートでＡ・Ｂ併

せて100％だった。 

●生徒の防災意識はＡ

・Ｂ併せて61％であ

るため100%に近づけ

るように今後も取組

を継続する。 

○重要情報は｢ぼうさ

い通信｣で扱うこと

が多かった。啓発は

今後も継続する。 

●各教科での防災教育

は実践を可視化する

までは行かなかっ

た。今後は個々の取

組を共有したい。 



地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 

熊本地震

や豪雨災

害等の教

訓を踏ま

えた防災

意識向上

と地域連

携の強化 
 

職員及び生徒

の防災意識向

上及び地域連

携体制の推進 

・３課程で情 

報共有し統 

一した防災 

対策を取る 
  

・学校版タイム

ラインや防災

宣言を利用し

ての生徒への

周知徹底。 
・防災関連情報
チラシや「ぼ
うさい通信」
の定期発行、
ホームページ
発信等、広報
と啓発を継続
させる。 

○校内避難経路の確保

のため、通用口等に

はできるだけ物を置

かないよう見直しを

図った。 

○３課程で連携し｢ぼ

うさい通信｣を毎月

予定通りに発行する

ことができた。 

生徒･保護者･ 

職員間の共通 

理解の深化 

・学校や生徒

についての

情報共有 

 

 

 

 

 

 

 

・保護者会、

担任面談の

充実 

 

 

 

 

 

 

 

 
・保護者に信
頼され、相
談しやすい
体制作り 

・すぐーる、ホー

ムページを活

用した保護者

への連絡徹底

を図る。 

・早期の出席の

呼 び か け や

Forms を 活 用

した出欠票の

整備を行う。 

・学級懇談や個

別面談にスム

ーズに移行で

きるよう担任

目線に立った

事前準備やフ

ォーマット整

備を行う。 

 

 

 

・相手の立場に 

立った丁寧な

文書の作成や

電話対応の実

践 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 

○すぐーるやホームペ

ージを活用し必要な

連絡を行うことがで

きた。 

 

○Formsを活用して、出

欠確認を行うことが

できた。 

 

 

○保護者会の参加人数

はR4(73)、R5(96)、

R6(117)、R7(125)と

年々増加し教育への

関心の高さが見られ

た。学級懇談後の担

任面談も行うことが

できている。 

●全体会の設定時間を

大幅に超過したため

時間配分を考える。 
●学校からの伝え方に 
よって誤解が生じた 
ことがあった。丁寧 
な文書作成や応対に 
ついて職員で課題を 
共有し更なる工夫改 

善を行う。 

 

４ 学校関係者評価 
・いじめ問題の対応等について、迅速に対応されていることが分かった。 
・クラブ活動については、生徒アンケート等で意見を集約し、実施可能なものを新設・拡充 
することで、生徒の登校意欲向上等に繋がるのではないか。 

・社会に出てからのコミュニケーション力の重要性を実感している。学校でのコミュニケー 
ション能力向上への取り組みについても継続していって欲しい。 

・生徒の活躍の場としても、今後も地域のイベント参加をお願いしたい。 
《情報交換項目》 

いじめ問題・クラブ活動状況・生徒たちの命や死への捉え方・進路状況 
問題事案の対応と保護者へのアプローチ等 

 

５ 総合評価 

１ 本年度の学校教育目標 

８つの大項目に設定した「２９の評価の観点」において、Ａ評価→１９、Ｂ評価→１０ Ｃ

評価→０ Ｄ評価→０の結果となり、今年度Ａ評価の項目は「学校経営」では学年経営・協力

校運営・生徒募集・業務改善・校務ＤＸ・支援員連携、「学力向上」では自己管理能力の育成



・授業改善・教科横断的な学び、「キャリア教育」では進路意識の向上、「生徒指導」では生

徒会活動、「人権教育」では命を大切にする教育、「いじめ防止」、「生徒支援」では生徒相

談・特別支援教育推進委員会・支援体制充実、「地域連携」では協力校スクーリングと全般的

に増加した。全分野において各部・各委員会組織が縦横に連関し、創意工夫を行った１年間が

体現された結果となった。全体評価としては昨年度を上回るものとなった。 

年間を通して生徒の学びを支えていくこと、命を大切にすることの２点を主眼に職員総力

で当たってきた。総括すると、学校目標は概ね達成できたと考える。 

 

２ 本年度の重点目標における取組 

○確かな学力を育成し、自己実現を図る態度を育む取組 

 ・「総合的な探究の時間」全国大会研究発表・進路指導部ポータルサイトの立ち上げ。 

○道徳性と豊かな情操を育む取組  ・新規部署「生徒保健安全部」新設 

○心身の健康と自己を管理する態度を養う取組 

・養護教諭配置（新規）・特別支援教育コーディネーター２名配置（増員） 

○その他の取組 

・MYNO 残業デー各月実施・教育ＤＸ支援員協働による校内行事の配信実施。 

 教員業務支援員配置・教科書無償業務に係る会計年度職員配置 

・定通体育大会事務局業務（Ｒ７～８）全通研熊本大会事務局稼働（Ｒ８、６月実施） 

 

３ 総合評価 

前後期ともに更に生徒数が増加を続け、昨年度に続き全方向において業務が増大した。県教

委に指導助言を得ながら、工夫できる部分、特に外部対応や数多の事務作業については校務Ｄ

Ｘを図り、できる限りのことは全職員体制で行い持続可能な通信制の構築を意識した。学校評

価アンケートからは生徒・保護者ともに昨年度を大きく上回るコメント数を得ることが出来

た。通信制のスクーリングは月２回程度の限られた機会であるが、それでも毎週水曜の学習会

や進路学習、レポート提出や個人面談、特別活動等、各々が登校して主体的かつ能動的に学習

活動を進める機会は１年間を通して随所にも見られ、それが学ぶこと、人と繋がること等への

高評価に繋がっていったと思われる。 

今後も一人ひとりの自己実現に向けて課程上げて邁進していきたい。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
１ 大項目「学校経営」における“教育課程を見据えた面接授業”が伸び悩んでいるのは、生 
徒が増加し続け、それらの面接指導を実施する教室が足りないと言うことも一因かと思われ 
る。全日制等の教室を活用できたとしても、その時間に面接指導できる授業者を現在の教員 
数で賄うことはできない。全分野に広がる生徒増対応は、課程の工夫や努力だけでは身動き 
できない状況となっている。 

  大項目「学力向上」における“面接でのＩＣＴ活用”は、これも配備された端末数以上の 
生徒が在籍しているため、一人一台端末としての完成を見ていないと言うことに起因してい 
る。協力校は一人一台が完成している。 
大項目「生徒指導」における“規範意識の向上”「人権教育」における“他者理解”につ 

いては半年ごとに生徒集団が変容し、生徒把握や平素の指導・支援に追われ、校外の生活に
おける把握や指導が学校単位としては追いつかない状態であることに起因している。地域か
らのお叱りも多い一方で、学校近隣の誰もが本校生であるわけでもなく、積極的に対応をす
ることで職員の精神的・肉体的疲弊を招いている現状である。一方で社会規範や対人コミュ
ニケーションのあり方については、今後も機を逃さず全教育活動の中に浸透させ指導を続け
ていかなければならないところである。 

 
２ 昨年度からの外部からの問い合わせについては、生徒対応にすぐーるを導入することで

やや軽減した。また体験入学や学校説明会は今年度からＷＥＢ申込に切り替えた。問い合
わせは電話が圧倒的に多いが、今後は少しずつ社会に浸透していくことを期待している。 

 
３ 次年度は６月に定通体育大会、全通研熊本大会が控え、大きな大会を２つ同月に実施す

ることになる。スムーズな大会運営ができるよう準備を丁寧に進めていきたい。 
 

 
 
 
 


